






























日時 2009 年 6 月 29 日(月) 午後 1時～1時 45 分 











日時 6 月 29 日(月) 午後 2:00-5:45 
会場 京都大学時計台記念館 2F 国際交流ホール 
 
報告者 
楊 志 中国人民大学教授  「中国経済の循環型への転換の課題」 
植田和弘 京都大学教授 「中国の環境問題と持続可能な発展」 
藤原充弘(孝光) フジワラ産業株式会社社長 「『水』に関わる中国での環境ビジネス」 













  時 間： 6 月 16 日 16：30－18：00  
  場 所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館 108 演習室 




2000 年 中国復旦大学卒業 
2003 年 京都大学経済学研究科修士課程修了 
2008 年 京都大学経済学研究科博士課程修了、経済学博士 
論文： 
Transitions of Governance Mechanisms in China’s Agriculture: Land Reforms, the People’s Commune, the 
HRS and the Agricultural Industrialization,『Kyoto Economic Review』Vol76, No2,pp225-240,Dec.2007. 
Coordinating Units: The Farmers’ Association in China’s Agriculture―A Comparative Study of Organizational  
Design in Agriculture between China and Japan」“Northeast Universities Development Consortium  
Conference2007”, International Development Center, Harvard University, Boston, US,Oct.2007. 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2009 年度における開催(予定)日は以下の通りです。 
 前期： 4 月 21 日（火）、 5 月 19 日（火）、 6 月 16 日（火）、7月 21 日（火） 
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盾を体験させられた始末。                              




































































た。おそらくそれは延安時代の野坂参三の手によるものだろう。一番奥        ≪劉志丹像と共に≫ 
の墓所の右側に陳列館があったので入ってみると、そこには石碑の現物が保存してあったが、林彪をはじめとし
て石碑の名前がほとんど削られてしまっており、解説版を読まなければだれの書いたものか判読不可能だった。









































































































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
  1 月   21.2 7.1  194 26.5 27.6 ▲13.4 109.8 18.9 16.7 
 2 月  (15.4) 19.1 8.7 (24.3) 82 6.3 35.6 ▲38.0 38.3 17.4 15.7 
 3 月 10.6 17.8 21.5 8.3 27.3 131 30.3 24.9 ▲28.1 39.6 16.2 14.8 
 4 月  15.7 22.0 8.5 25.4 164 21.8 26.8 ▲16.7 52.7 16.9 14.7 
 5 月  16.0 21.6 7.7 25.4 198 28.2 40.7 ▲11.0 38.0 18.0 14.9 
 6 月 10.4 16.0 23.0 7.1 29.5 207 17.2 31.4 ▲27.2 14.6 17.3 14.1 
 7 月  14.7 23.3 6.3 29.2 252 26.7 33.7 ▲22.2 38.5 16.3 14.6 
 8 月  12.8 23.2 4.9 28.1 289 21.0 23.0 ▲39.5 39.7 15.9 14.3 
 9 月 9.9 11.4 23.2 4.6 29.0 294 21.4 21.2 ▲40.3 26.0 15.2 14.5 
10 月  8.2 22.0 4.0 24.4 353 19.0 15.4 ▲26.1 ▲0.8 15.0 14.6 
11 月  5.4 20.8 2.4 23.8 402 ▲2.2 ▲18.0 ▲38.3 ▲36.5 14.7 13.2 
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
 
注：1.①「実質 GDP 増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2 月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1 月と２月を合計した増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノ
の貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
